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1 はじめに
多人数ビデオ会議において，円滑な話者交

替を行うことは，対面会議と比較して困難で
ある．これは多人数ビデオ会議において，会話
における各参加者の役割を示した参与役割 [1]

の把握が困難であることに起因すると考えら
れる．
この課題に対し，玉木ら [2]は，非言語情報か

ら次話者を推定し，強調表示することにより，
円滑な話者交替を支援する手法を提案した．水
野ら [3]は頭部動作や視線等の非言語情報から
受け手を予測する手法を提案した．また，著者
らの先行研究 [4]において，視線から参与役割
を推定し，ウィンドウサイズの大きさとして提
示した．しかし，これらは参与役割の推定精度
が不十分であることや，発話欲求が高い参加者
が複数人現れた際に円滑な話者交替を促進でき
ないと考えられる．
そこで本研究では，多人数ビデオ会議におい

て非言語情報を用いて 4 つの参与役割を推定
し，ウィンドウサイズおよび配置の変更によっ
て提示する手法を提案する．本研究では提案手
法をビデオ会議システムとして実装し，評価を
するために実験を行った．
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2 提案手法
円滑な話者交替を促進するために，非言語情

報から参与役割を推定し，推定した参与役割を
ウィンドウサイズおよび配置を変更することに
よって提示する手法（図 1）を提案する．参与
役割の推定について，非言語情報として発話，
発話予備動作から算出した発話欲求度，および
話し手からの視線配布を用いる．参与役割とし
て推定する役割は，話し手，受け手，傍参加者，
および傍観者の 4つとする．推定した参与役割
を，ウィンドウサイズおよび配置の変更によっ
て提示する．ウィンドウサイズは話者交替にお
ける重要度から，話し手，受け手，傍参加者，
そして傍観者の順で大きく表示される．また，
配置について，ビデオウィンドウを円状に配置
し，中心からの距離によって 2つの空間（黄色・
白色）に分類した．これは対面会話の身体配置
を説明した F陣形 [5]における P空間・R空間
を参考に設計した．

3 実験
提案手法が円滑な話者交替を促進するかを明

らかにするために実験を行った．本実験におい
て，6人の実験参加者がビデオ会議システムを
用いて創造会議を行う実験設計とした．本実験
において，実装したシステムを用いたサイズ＋
配置条件，提案手法を一部実装したシステムを
用いたサイズ条件，および既存の手法を用いた
話し手条件を比較した．実験タスクとして，提
示された特定の物の新しい用途の案をできるだ
け多く挙げる会議を 7分間行った．実験参加者
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図 1 実装したシステム．

図 2 実験結果．左：話者交替数．右：発話衝
突の確率．

は 2グループ 12名であり参加者内配置で行っ
た．参加者の会話から会話分析を行い．話者交
替数および発話衝突確率を評価した．

4 実験結果
実験結果について図 2 に示す．グラフのエ

ラーバーは標準偏差を示す．話者交替数は各参
加者が自分の発話の後に他の人が発話した回数
を表す．また発話衝突確率は自分が発話した時
に他の参加者が発話していた時の人数を発話数
で割ったものである．それぞれの項目について
一元配置分散分析を行い，有意差があったため
多重比較を行った．話者交替数に対して，話し
手条件はサイズ＋配置条件と比較して有意に話
者交替数が多かった（p = 0.046 < 0.050)．ま
た，話し手条件はサイズ条件に比べて有意に話
者交替数が多かった（p = 0.032 < 0.050)．次に
発話衝突確率について，サイズ＋配置条件は話
し手条件と比較して発話衝突の確率が有意に低

かった．（p = 0.0091 < 0.010)．

5 おわりに
実験結果より，話し手条件において話者交替

数が有意に多く，同時に発話衝突確率も有意に
多いことが示された．これは発話衝突が多いこ
とで発話数が多くなったと考えられる．このこ
とから話し手条件において円滑な話者交替が
促進されなかったと考えられる．一方で，サイ
ズ＋配置条件について話し手条件に比べて話者
交替数は有意に少ないが発話衝突確率も有意に
小さかった．これはサイズ＋配置条件において
円滑な話者交替が促進されたことにより，発話
衝突が減少し，話者交替数が減少したと考えら
れる．
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